予算要求資料
平成２６年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費
	事業名　スマートフォンプロジェクト推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　        商工労働部　情報産業課　情報産業係　電話番号：058-272-1111（内3112）

　　　　　　　                          E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　5,453千円（前年度予算額：6,400千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	6,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,400

	要求額
	5,453
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,453

	1月29日時点
査定額
	5,453
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,453

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
平成21年度より県主導で「ＧＩＦＵ・スマートフォンプロジェクト」を推進した結果、関連企業、開発者のソフトピアジャパン集積が顕著に進捗し、スマートフォンアプリ開発の一大拠点としてのソフトピアジャパンエリアという評価が定着しつつある。
一方で、新技術、新サービスの展開が速いＩＴ分野において、同エリアの価値を維持、向上させていくためには、企業、開発者に常に最新の技術、情報を提供し、技術力を向上させていく必要がある。

（２）事業内容

中小ＩＴ企業、開発者の技術力向上を図るため、以下の事業を実施する。

○地元中小ＩＴ企業の技術力強化のための人材育成
・民間事業者の企画・運営によるアプリ開発技術研修の開催

・高校生向けアプリ開発短期合宿の開催

・人材育成・交流拠点施設（モバイルコア）の維持・運営

○最新技術情報の提供と企業間交流の促進

・ＨＴＭＬ５、オープンデータ、外部機器連携等、最新技術習得のための勉強会、開発イベント等の開催
・ＩＴ企業、製造業、学生等の交流会開催
（３）県負担・補助率の考え方

県が推進する「ＧＩＦＵ・スマートフォンプロジェクト」の中核拠点の維持と、地元ＩＴ産業の振興を図るための費用であり、必要な経費を負担する。
（４）類似事業の有無　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	2,340
	勉強会、開発イベントの講師等に対する謝金

	旅費
	1,189
	勉強会、開発イベントの講師等に対する旅費

	需用費
	1,224
	アプリ開発講座開催に必要な端末、ソフトウェア等の購入

	役務費
	120
	拠点施設のインターネット接続料、電話料

	使用料
	400
	成果発表会等の会場使用料

	備品購入費
	180
	拠点施設設置用のIT関連書籍の購入

	合計
	5,453
	


	　１月２９日時点の査定額の考え方　



	　決定額の考え方　



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
○岐阜県長期構想

Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

・成長が期待される産業の集積を図る

（２）後年度の財政負担
平成２７年度以降、県は最低限の施設維持、サービスの提供を行い、民間企業の自主活動を有効活用することで、事業経費の削減を図る。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　スマートフォンアプリ開発者の育成、交流を進めることで、ソフトピアジャパンエリアへの関連事業者、人材の集積、地域IT企業の新規事業参入促進を図るとともに、スマートフォンアプリ開発の一大拠点としての岐阜県・ソフトピアエリアのブランド化を推進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ソフトピアジャパン
施設入居率
	60.6%
（H23）
	72.5%
（H24）
	（H  ）
	79.3%
（H25）
	75.0%
（H26）
	105.7

％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）拠点施設を活用した人材育成事業
○アプリ開発「虎の穴」事業（民間企業自主事業）

実施日数：２６日、参加人数：のべ１４９人（H25.9まで）

○アプリ開発サマーキャンプ

開催日：H25.8.22～24 、参加者：県内商業高校の生徒２０人

（２）異業種・異分野の情報交換会

　　　　実施回数：１１回、参加人数：のべ３００人（H25.9まで）


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　人材の育成と交流の促進により、IT業界内、各種報道などでもスマートフォンアプリ開発の一大拠点としてのソフトピアジャパンという評価が定着しつつある。

　また、首都圏をはじめとする県外企業から、アプリ開発人材の育成に関する相談、要望が寄せられているほか、県内ＩＴ企業の受注案件も増加しており、企業集積、産業振興の点でも効果が現れている。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　ＩＴ産業において必須の技術となっているアプリ開発分野において、本事業は周辺企業の人材確保、相互交流による案件受注体制の確保といったニーズに合致しており、ソフトピアジャパン施設の有効活用の点と合わせて、必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　関連企業の集積、交流人口の拡大など順調に増加傾向にあり、事業効果が表れてきている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　人材育成、交流において、民間企業の活動を誘致するなどして、経費の節減を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
新技術、新サービスの展開が速いＩＴ分野において、ソフトピアジャパンエリアの価値を維持、向上させていくためには、企業、開発者に常に最新の技術、情報を提供し、技術力を向上させていく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

これまでに育成した高度人材、入居企業群、県有施設を有効活用することで、外部の民間企業が主催する最新技術に関する独自イベント、事業の積極的な誘致を行い、経費の削減を図りつつ、最新技術の情報を地元企業へ提供していく。


